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林 誠治 (京都大 ･霊長研)
Lt話人 :林 道治 ･丹山 師 ･安倍 脚
近年脳神経系においてオンコジーン産物, トロ
フイツクファクター,トロビックファクター,秤
経ペプチド等の生坪活性物質が神経系の発生発達.
学習記憶,キンドリングやサーカディアンリズム
に関与する郡が示されて来ている｡
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本研究会では,霊長類を含めた種々の動物を用
いて各種生理活性物質の遺伝子発現を調べている
研究者が集り,研究成果を発表すると共に.今後
の脳研究における遺伝子発現研究の方向性を論じ
た｡短時間であったが最新の情報交換と共に密度
の濃い論議がかわされ有意義な会であった｡
(文王 :林 基治)
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